
テーマ：家庭教育支援 対象：2 歳以下の乳幼児と父親 主催：府中町府中公民館 

D－④パパとにこにこ広場 

 

地域を学ぶ ○ 地域でつながる ○ 地域に還す  

１ 学習プログラムの展開（令和３年度） 

日 程 場 所 学習・活動内容 

9 月 18 日(土) 

10:00～11:30 

府中町歴史民俗資料館

えのみや公園 

○映える！写真を撮ろう！【写真教室】 
写真の撮り方を学び，形として残していく

方法について学習。 

10 月 16 日(土) 

10:00～11:30 

府中公民館（建て替え

工事中は府中小学校東

校舎内の空き教室を使

用） 

○パパトークをしながら楽しくつくろう！ 
～コットンボールライト♪～【親プロ】 
「みんなどうしてる？」をテーマに話し，１

回目で撮った写真を活用し，ガーランドを作
成。 

10 月 30 日(土) 

10:00～11:30 
府中公民館 

○超簡単！おやつをつくろう！【食育】 
乳幼児にとっての間食の大切さを知り，簡

単なおやつを調理。 
（感染対策のため講師がお手本として，調理。）  

11 月 20 日(土) 

10:00～11:30 

くすのきプラザ 

小アリーナ 

○素足でおもいっきりあそぼう！【リズム遊
びと手作りおもちゃ】 
保育士から乳幼児の体のつくりについて説

明を聞き，家庭でもできるリズム遊びやおも
ちゃを作成。 

12 月 18 日(土) 

10:00～11:30 
府中公民館 

○みんなにこにこクリスマス♪ 

紙芝居や遊びを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    チラシ   パパトークをしながら楽しくつくろう！  超簡単！おやつをつくろう！ 

対 象 ２歳以下の乳幼児と父親（祖父も可） 10 組程度 

経 費 1,800 円（全５回分）※初回集金 

連携先 
よろずカメラクラブ，「親の力」をまなびあう学習プログラムファシリテータ

ー，管理栄養士，保育士，紙芝居のおっちゃん等 

 

問
合
せ
先 

府中町府中公民館 

〒735-0006 安芸郡府中町本町二丁目 15-1 

電話：082-286-3276      ファクシミリ：082-286-3276 

 



２ 講座設定の理由（学習の目的） 

○転勤等により，住民の転出入が多い地域であるため，子育てに不安を抱える家庭も多

い。そのため，子育てにおける不安の解消やつながりづくりを図り，体験的に地域の
ことや子育てについて父親同士が交流しながら楽しく学ぶ場として，平成 24 年から
実施している。（メニューについては毎年検討している。） 

 

３ 学習目標 

○父親が乳幼児の食事や身体的な発達について，知識を習得する。 
○地域にある施設や公園等について知る。 
○父親が乳幼児の発達段階に応じた，遊びや声かけができるようになる。 
○父親が乳幼児と楽しく行う活動を通して，子育ての意識を高める。 
○同年代の乳幼児を育てている父親同士の交流を通して，地域での連帯感を高める。 

 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○講師やサポーター（他講座の参加者や学生による参画）との連携を行う。 
○職員も子育て支援について事前学習を行う。 
○広島県の「パパの子育て応援ブック」を調達，配布する。 

 

５ 留意点 

○座学だけの学びにならないよう，参加者が発言する機会を設ける。 
○父親が乳幼児と一緒に参加するため，乳幼児に対する水分の補給や体温調整，声掛け
など，講師やサポーターが気づいたことについてアドバイスをする。 

 

６ 成 果 

○この一年以内に引っ越し等で転入した方が参加者の半数を占め，地域を知ったり，友

達を作ったりすることを期待されていることが把握できた。 
○乳幼児にとって間食が大切だということをしっかり伝えることができ，乳幼児の食事
や身体的な発達について学ぶ機会になった。また，朝ごはんの重要性についても認識

してもらうことができた。 
○父親が発達段階に応じた遊びや声かけについて学び，自分の子供に対してできるよう
になった，との声を聞いている。 

○父親と乳幼児が楽しく行う活動を通して，子育ての意識を高めることができた。 
○同年代の乳幼児を育てている父親同士の交流を図ることができた。 

 

７ 課 題 

○講座内では父親同士の交流が図れているが，講座後にもつながりが継続できる仕組み
づくりを行っていく必要がある。 

○父親同士がつながり，新たな活動を自主的に企画できるように支援を行う必要がある。 

 

８ 今後に向けて 

○今年度の参加者からは「ママを息抜きさせてあげたい」という声が多くあったため，

より魅力的な内容で，父親を対象とした講座を企画・検討する。 

○講座後も父親同士が交流を図り，地域での連帯感を高めることができる仕組みづくり

を検討する。  


